
認
知
症
を
地
域
で
支
え
よ

う
と
い
う
趣
旨
の
ま
ち
づ
く

り
講
座
が
、
つ
ど
え
～
る
と

井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

主
催
で
昨
年
十
一
月
二
十

日
、
ご
近
所
ク
リ
エ
ー
タ
ー

と
し
て
広
く
活
躍
中
の
酒
井

保
氏
を
招
い
て
開
か
れ
、
福

祉
関
係
者
ら
約
四
十
人
が
受

講
し
ま
し
た
。

講
座
の
タ
イ
ト
ル
は
「
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
～
支
え
合
い
の
地

域
づ
く
り
」
。
酒
井
氏
は

「
『
福
祉
の
世
話
に
は
な
り

た
く
な
い
』
と
思
う
人
や
、

『
助
け
て
』
と
言
え
な
い
人

が
多
い
。
十
年
後
、
二
十
年

後
に
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う

早
い
段
階
で
自
分
た
ち
の
た

め
の
福
祉
づ
く
り
、
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
欲
し
い
」
な

ど
と
強
調
し
ま
し
た
。

つ
ど
え
～
る
は
三
月
二
十

七
日
、
井
原
市
出
身
で
人
材

開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
佐

藤
典
子
氏
＝
写
真
＝
を
招
き

「
第
一
回
地
域
力
ア
ッ
プ
の

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

自
治
会
や
市
民
団
体
、
職

場
等
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大

を
目
指
す
方
に
は
最
適
。

◇

◇

と

き
：
３
月
27
日


午
後
１
時
30
分
～

会

場
：
つ
ど
え
～
る

受
講
料
：
無

料

申

込
：
つ
ど
え
～
る

62－

９
０
９
０

締

切
：
３
月
20
日


地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
活

動
で
あ
っ
て
も
、
広
く
一
般

に
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ら
を
価
値
あ
る
も
の
と
し
て

伝
え
る
の
が
広
報
マ
ン
の
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
ミ
ニ
コ
ミ
紙
は

事
前
の
情
報
収
集
に
始
ま

り
、
取
材
及
び
原
稿
作
成
→

紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
→
校
正

→
印
刷
→
発
行
と
、
一
連
の

流
れ
を
確
実
に
こ
な
す
必
要

が
あ
る
た
め
、
何
か
と
負
担

が
生
じ
ま
す
。

つ
ど
え
～
る
で
は
、
市
民

活
動
の
ネ
ッ
ク
と
も
な
り
が

ち
な
広
報
担
当
者
の
悩
み
解

消
や
、
問
題
解
決
に
役
立
つ

知
識
等
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
支
援
も
引
き
続
き
行
い
、

市
民
団
体
や
自
治
会
、
公
民

館
な
ど
の
情
報
発
信
機
能
向

上
を
願
い
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

つ
ど
え
～
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
井

原
の
関
係
者
は
「
今
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
紙
面
を
併
用
し

た
情
報
伝
達
が
主
流
。
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。
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井 原 市 市 民 活 動 セ ン タ ー 《 発 行 所 》

井 原 市 市 民 活 動 セ ン タ ー

715-0019 井原市井原町352-1

℡0866-62-9090（FAX兼）

www.ibara.ne.jp/~katudou/

E-mail:katudou@ibara.ne.jp

編集／ＮＰＯ法人市民交流

ネ ッ ト ワ ー ク 井 原

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
井
原
は
、
身
近
な
情
報
を
伝
え
る

手
段
と
し
て
効
果
的
な
ミ
ニ
コ
ミ
紙
の
作
成
支
援
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
同
様
、
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つどえ～る
講 演 会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
効
果

と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
は
参

加
者
同
士
の
体
験
共
有
、
意

見
表
出(

ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー

ミ
ン
グ)

、
創
造
表
現
、
意

見
集
約
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
分
野

で
は
、
市
民
同
士
の
合
意
形

成
に
至
る
手
法
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン

グ
」
と
は
、
集
団
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
相
互
交
錯
の
連
鎖
反
応
や

発
想
の
誘
発
を
期
待
す
る
技

法
で
す
。

人
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
五
～
十
人
位
の
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
話
し
合
い
が
好

ま
し
く
、
議
題
は
予
め
周
知

し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
お
け
る
地
域
住
民
の

声
は
多
様
。
現
場
で
は
、
漠

然
と
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を

重
ね
て
も
十
分
な
進
展
が
な

い
た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
の
プ
ロ
が
課
題
の
整

理
や
助
言
を
行
う
ケ
ー
ス
が

多
い
よ
う
で
す
。

ワ ー ク
ショップ

《佐藤典子氏》井原市出
身。大阪外国語大学（現大
阪大学）卒。ワシントン大
学・大学院で、教育学修士
号取得。米国ＣＴＩ認定プ
ロフェッショナル・コーチ
の有資格者。HSBC退職後、
独立。人材開発コンサルタ
ントとしてモチベーション
・アップ研修などを提供。

活性化を図る

＜まちづくりの鍵＞



井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
に
よ
る
「
あ
り
が
と

う
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

会
」
が
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
一
月
二
十
七
日
、
福

祉
関
係
者
約
五
百
人
を
集
め

て
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
井
原
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
久
津
間

憲
通
会
長
は
「
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
福

祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

か
が
今
後
の
課
題
。
き
ょ
う

は
ご
近
所
福
祉
活
動
な
ど
に

力
を
注
い
で
お
ら
れ
る
皆
様

方
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た

だ
く
交
流
会
で
す
」
な
ど
と

挨
拶
。

続
い
て
ス
テ
ー
ジ
に
は
劇

団
た
ん
ぽ
ぽ
座
を
は
じ
め
と

す
る
元
気
な
団
体
が
芝
居
や

歌
、
活
動
発
表
や
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

昼
食
タ
イ
ム
に
は
、
栄
養

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ば
ら
が
調

理
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
も
。

最
後
は
「
笑
っ
て
お
も
て

な
し

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
し
た
笑
っ
て
健

康
元
気
ア
ッ
プ
講
演
会
に
移

り
、
マ
ダ
ム
ベ
テ
ィ
さ
ん
が

ユ
ー
モ
ア
を
た
っ
ぷ
り
に
熱

弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

は
っ
ぴ
い
ひ
ろ
ば
・
と
ま

と
さ
ん
家
が
一
月
十
五
日
、

井
原
町
桜
橋
上
の
河
川
敷
で

と
ん
ど
・
芋
煮
会
（
写
真

下
）
を
開
き
、
会
員
ら
約
四

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

世
代
間
交
流
、
地
域
で
子

ど
も
を
育
て
る
と
い
う
目
的

の
子
ど
も
サ
ロ
ン
活
動
の
一

環
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で

す
。午

前
十
時
に
と
ん
ど
に
点

火
さ
れ
、
持
ち
寄
ら
れ
た
注

連
飾
り
な
ど
が
勢
い
よ
く
燃

え
上
が
る
中
、
参
加
者
は
無

病
息
災
を
祈
り
、
手
作
り
の

豚
汁
や
お
に
ぎ
り
で
体
を
温

め
ま
し
た
。
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【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・インターネットコーナー

・作業コーナー・パソコンコーナー・展

示コーナー・育児ルーム兼ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費要

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

つ ど え ～ る ご 利 用 メ モ

井原町まちづくりの会（三宅秀治

会長）が４月３日の桜まつりを前に

２月２７日、「小田川環境美化」の

一環として、下記の日程で河原の清

掃を行います。

◇ ◇
と き：２月２７日 午前９時～

※雨天の場合は３月６日
場 所：小田川河原 桜橋下の中州

清 掃：河原の草刈り、焼却

ゴミの清掃・撤去

その他：軍手や草刈り諸道具は各自

でご用意下さい
問合せ：井原公民館 電話 62-8478
お願い：地域ボランティアの皆様に

は、ご協力を宜しくお願い

いたします。

＜井笠発！『おらがまちを語ろう』

この指とまれサミット＞

岡山県井笠地域と県内外で地域の

課題解決や理想実現に向けてがんば

っている人たちが大集合！

◇ ◇

日時：２月２３日
１３：００～１６：３０

場所：笠岡市六番町1-10
笠岡市民会館

定員：１００名

（定員になり次第締切）

対象：地域づくり・まちづくりへ興
味や関心のある方

主催：岡山県ボランティア・ＮＰＯ
活動支援センター

窓口：つどえ～る（62-9090）

ミ

ニ

情

報

■小田川河原の美化 ■この指とまれサミット

備中西商工会青年部美星支部

（代表 川上 直哉）

・まちづくり岡山ネットワーク

（代表 吉澤万千子）

・井原市福祉をよくする会

（代表 落合 清三）

欅の杜塾

（代表 佐藤 清）

鳥羽踊り保存会

（代表 尾山 立志）

・プラント

（代表 吉原 正敏）

井原町まちづくりの会

（代表 三宅 秀治）

新現役の会井原支部

（代表 森 岑生）

・はっぴいひろばとまとさん家

（代表 井上 咲子）

・井原はばたき会

（代表 中島 知子）

１００万人のキャンドル

ナイトｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）

井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）

五 味 会

（代表 宮本 幸枝）

ボランティアガイド井原

（代表 妙見迫有紀）

井原備中神楽保存会

（代表 森下規矩二）

倉掛自治連合会

（会長 倉橋 一郎）

岩崎おもちゃ病院

（代表 岩崎 勲）

・ビビット経ケ丸

（代表 鳥越恵治郎）

井原市文化協会洋画部

（部長 原田 晋作）

井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（代表 掛橋 浩之）

・市民交流ネットワーク井原

（代表 大坪 正廣）

つどえ～る登録団体
〔・印はＮＰＯ法人〕

あ り が と う
ボランティア交流会

笑いと拍手で沸いた北山ひまわり会のショー

と
ま
と
さ
ん
家


